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●小豆島を元気にする児童・
　　　　　　　　　生徒たちの活躍！
●町・県民税の申告が始まります
●町長の「八日目の蟬」記　セレクション
●新たなまちづくりへ向けて
●第７回小豆島町健康ウオークを
　　　　　　　　　　開催します！
●平成26年小豆島町成人式
●～みんなで国保を守りましょう！～
●くらしの情報
●くらしのカレンダー
●小豆島を元気に！　私の提言

「みんなでつないだタスキ、都大路を駆け抜けて」
～2年連続で全国高校駅伝に出場した

　小豆島高校陸上部女子駅伝チーム～
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12
月
22
日
、
京
都
市
で
全
国

高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
が
開

催
さ
れ
、
小
豆
島
高
校
陸
上
部

女
子
駅
伝
チ
ー
ム
が
2
年
連
続

3
度
目
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
25
回
目
の
記
念
大

会
で
、
各
都
道
府
県
代
表
の
47

校
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
11

校
を
加
え
た
58
校
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

大
会
で
は
、
1
区
で
37
位
と

好
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
す
が
、

2
区
以
降
、
硬
さ
が
見
ら
れ

徐
々
に
順
位
を
落
と
し
、
56
位

で
の
ゴ
ー
ル
で
し
た
。

　

し
か
し
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
、

「
ど
ん
な
結
果
で
も
笑
顔
で
走
ろ

う
」
と
笑
顔
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
、

「
来
年
も
出
場
し
て
目
標
を
達

成
し
た
い
」
と
来
年
に
向
け
て

の
抱
負
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
高
校
Ｏ
Ｂ

の
錦
楓
会
の
皆
さ
ん
な
ど
大
勢

の
方
が
応
援
に
駆
け
付
け
、
選

手
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

小
豆
島
高
校
女
子
駅
伝
チ
ー
ム
、

　

2
年
連
続
で
全
国
の
舞
台
！

　

2
年
連
続
で
全
国
の
舞
台
に
挑
戦
し
た
小
豆
島
高
校
女
子
駅
伝
チ
ー

ム
を
は
じ
め
、
2
年
生
で
全
国
の
舞
台
に
出
場
し
た
陸
上
競
技
の
向
井

悠
介
く
ん
（
内
海
中
学
校
）
な
ど
、
今
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
町

内
の
小
・
中
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
の
活
躍
が
光
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
町
内
の
小
・
中
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

向
井
く
ん
は
、
8
月
20
日
に

名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
第
40

回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
の
共
通
男
子
３
０
０

０
メ
ー
ト
ル
に
出
場
、
惜
し
く

も
予
選
突
破
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
出
場
し
た
22
人
の
中

で
2
年
生
は
二
人
と
い
う
レ
ー

ス
で
健
闘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
8
月
４
日
に
行
わ
れ

た
第
51
回
四
国
中
学
校
総
合
体

　

岡
田
さ
ん
は
、
8
月
４
日
に

開
催
さ
れ
た
第
51
回
四
国
中
学

校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
の

2
年
女
子
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル

に
出
場
、
惜
し
く
も
全
国
大
会

出
場
の
標
準
記
録
は
突
破
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
4
分
46
秒

06
の
タ
イ
ム
で
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
10
月
19
日
に
行
わ
れ
た

香
川
県
中
学
校
新
人
大
会
陸
上

競
技
2
年
女
子
１
５
０
０
メ
ー

ト
ル
で
も
優
勝
を
果
た
し
、
来

年
度
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

内
海
中
学
校
2
年
向む
か
井い

悠ゆ
う
介す
け
く

ん
第
40
回
全
日
本
中
学
校
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
の
共
通
男
子

３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
に
出
場

池
田
中
学
校
2
年
岡お

か
田だ

紗さ

宝ほ

さ

ん
第
51
回
四
国
中
学
校
総
合
体

育
大
会
陸
上
競
技
2
年
女
子

１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
第
1
位

育
大
会
陸
上
競
技
で
も
、
2
年

男
子
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
で
4

分
10
秒
70
の
大
会
新
記
録
を
記

録
す
る
な
ど
、
来
年
度
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

他
に
も
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん

他
に
も
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん

が
活
躍
し
て
い
ま
す

が
活
躍
し
て
い
ま
す

第
61
回
香
川
県
統
計
グ
ラ
フ
コ

ン
ク
ー
ル
第
2
部
（
３
・
４
年

の
部
）　

特
選

　
苗
小
3
年　

片か
た

岡お
か

憧し
ょ
う
と斗
く
ん

第
44
回
香
川
県
小
学
生
選
抜
陸

上
競
技
大
会　

走
高
跳

6
年
女
子
の
部　

優
勝

　
安
小
6
年　

長は

谷せ

川が
わ

真ま
な

可か

さ
ん

第
25
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
全
国
児

童
作
品
展　

絵
画
の
部
銅
賞

　
安
小
5
年　

近こ
ん
ど
う藤
ほ
の
か
さ
ん

香
川
県
秋
季
少
年
相
撲
大
会

個
人
戦
5
年
生
の
部
優
勝

 

安
小
5
年　

濵は
ま

元も
と

嵐あ
ら

士し

く
ん

第
30
回
香
川
ジ
ュ
ニ
ア
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル　

小
学
校
4
年
童
謡
部
門　

金
賞

 

安
小
4
年　

松ま
つ

村む
ら

彩あ
や

音ね

さ
ん

小
学
校
５
年
童
謡
部
門　

金
賞

 

安
小
5
年　

山や
ま

本も
と

菜な

月つ
き
さ
ん

第
59
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸

上
競
技
香
川
大
会

1
年
女
子
１
５
０
０
ｍ　

1
位

第
53
回
香
川
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
陸
上
競
技

1
年
女
子
１
５
０
０
ｍ　

1
位

　
池
中
1
年　

三み

木き

春は
る

奈な

さ
ん

育
大
会
陸

男
子
１
５

分
10
秒
70

録
す
る
な

が
期
待
さ

　　
小
豆
島
を
元
気
に
す
る

小
豆
島
を
元
気
に
す
る

　
　

児
童
・
生
徒
た
ち
の
活
躍
！

　
　

児
童
・
生
徒
た
ち
の
活
躍
！
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第
59
回
青
少
年
読
書
感
想
文

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
香
川
県
審

査
で
、
池
田
小
学
校
1
年
大
西

優
輝
く
ん
が
小
学
校
低
学
年
の

部
で
、
池
田
中
学
校
1
年
鈴
木

近
実
さ
ん
が
中
学
生
の
部
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
全
国
学
校
図
書
館

協
議
会
と
毎
日
新
聞
社
の
主
催

で
児
童
生
徒
・
勤
労
青
少
年
を

対
象
に
、
読
書
活
動
の
振
興
等

を
目
的
に
１
９
５
５
年
に
始
ま

　

坂
口
く
ん
は
、
作
品
「
あ
や

の
す
け
く
ん
と
い
っ
し
ょ
に
見

つ
け
た
ぼ
く
の
し
ま
」
で
、
大

阪
に
住
む
い
と
こ
の
あ
や
の
す

け
君
と
一
緒
に
、
夏
休
み
に
島

内
で
自
然
探
検
な
ど
を
満
喫
し

た
様
子
を
生
き
生
き
と
描
き
、

あ
や
の
す
け
君
を
通
し
て
、
自

分
が
住
む
小
豆
島
に
あ
る
魅
力

に
気
づ
き
、
そ
れ
を
子
ど
も
ら

し
い
素
直
な
表
現
で
つ
づ
り
、

　

小
豆
島
相
撲
ク
ラ
ブ
の
丸
鳩

く
ん
、
濵
元
く
ん
、
中
野
く
ん

は
、
６
月
１
日
に
行
わ
れ
た
香

川
県
春
季
少
年
相
撲
大
会
団
体

　

苗
羽
小
学
校
音
楽
部
の
皆
さ

ん
は
、
12
月
27
日
に
大
阪
府
池

田
市
で
開
催
さ
れ
た
第
60
回
Ｍ

Ｂ
Ｓ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

西
日
本
優
秀
校
発
表
音
楽
会
の

小
学
校
合
奏
第
２
部
門
に
出
場

し
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
エ
ル
ガ
ー
の
行

進
曲「
威
風
堂
々
」第
一
番
の
演

奏
で
、優
良
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

音
楽
部
の
皆
さ
ん
は
、
4
月

か
ら
「
威
風
堂
々
」
に
取
り
組

み
、
い
ろ
い
ろ
な
発
表
の
場
を

経
験
し
て
成
長
し
、
大
会
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。

っ
た
読
書
運
動
で
、
現
在
、
二

人
の
作
品
は
、
中
央
審
査
に
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

見
事
壺
井
栄
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

戦
で
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
５
日
に
行
わ
れ

た
香
川
県
秋
季
少
年
相
撲
大
会

団
体
戦
で
は
、
丸
鳩
く
ん
、
森

口
く
ん
、
中

野
く
ん
の
メ

ン
バ
ー
で
優

勝
を
果
た
し
、

「
今
後
練
習

に
励
ん
で

も
っ
と
も
っ

と
強
く
な
り

た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

池
田
小
学
校
1
年
大お
お

西に
し

優ゆ
う
き輝
く
ん
、
池
田
中
学
校
１
年
鈴す
ず
木き

近こ
の
み実
さ
ん

第
59
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
香
川
県
審
査
で
最
優
秀
賞
に
輝
く

坂さ
か

口ぐ
ち

大た
い

河が

く
ん（
安
田
小
学
校
2
年
）

第
41
回
壺
井
栄
賞
に
輝
く
！

小
豆
島
相
撲
ク
ラ
ブ　

丸ま
る

鳩ば
と

紹つ
く
も雲

く
ん
（
星
城
小
学
校
6
年
）、

濵は
ま

元も
と

嵐あ
ら
し士

く
ん（
安
田
小
学
校
5
年
）、
森も

り

口ぐ
ち

航こ
う

希き

く
ん（
池
田
小
学
校
5
年
）

中な
か

野の

大だ
い

也や

く
ん（
池
田
小
学
校
4
年
）
香
川
県
春
・
秋
季
少
年
相
撲
大
会
団
体
戦
優
勝
！

苗
羽
小
学
校
音
楽
部
第
60
回
Ｍ
Ｂ
Ｓ
こ
ど
も
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
西
日
本
優
秀
校
発
表
音
楽
会
で
優
良
賞

第
50
回
香
川
県
中
学
校
新
人
体

育
大
会
柔
道
競
技

男
子
個
人
50
㎏
級　

優
勝

　
内
中
2
年　

山や
ま

下し
た　

陸り
く

く
ん

香
川
県
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技　

８
０
０
ｍ　

1
位

　
小
高
3
年　

港み
な
と　

里り

奈な

さ
ん

香
川
県
高
校
新
人
大
会

陸
上
競
技

　

１
５
０
０
ｍ　

1
位

　

３
０
０
０
ｍ　

1
位

　
小
高
2
年　

村む
ら

上か
み

紗さ

梨り

さ
ん

全
国
高
校
駅
伝
香
川
県
予
選

（
女
子
）
第
１
位

　
小
豆
島
高
校

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
中
学
生
・

高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
３　

高
校
生
の
部

全
国
最
優
秀
賞　

独
立
行
政
法

人
国
際
協
力
機
構
理
事
長
賞

　
小
高
3
年　

根ね

本も
と

明さ
や

佳か

さ
ん

春季少年相撲大会

秋季少年相撲大会

鈴木 近実さん 大西 優輝くん
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今
年
も
町
・
県
民
税
の
申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
申
告
は
、
昨
年
1
年
間
の
所
得
と
、
受
け
よ
う
と
す
る
控
除
を
申
告
す
る
も
の
で
、
町
・
県
民
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
ほ
か
、
各
種

福
祉
・
医
療
制
度
な
ど
の
判
定
や
所
得
証
明
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。
な
お
平
成
25
年
中
の
所
得
は
臨
時
福

祉
給
付
金
の
判
定
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
は
各
地
区
ご
と
に
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
必
ず
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

申告期間は2月17日㈪から3月17日㈪まで

町・県民税の申告町・県民税の申告
が始まります

町・県民税申告相談日程表
月　日 時　　間 対 象 地 区 会　　　　場
2月18日㈫ 9：30～15：00 坂　手 坂 手 公 民 館

2月19日㈬
9：30～11：30 古江･堀越･田浦 古 江 公 民 館

13：30～15：00 草　壁 草　壁　会　館

2月20日㈭ 10：00～16：00 当浜･福田･吉田 福 田 公 民 館

2月21日㈮ 13：00～16：00 橘・岩谷 橘　　会　　館

2月24日㈪ 9：30～15：00 草　壁 草 壁 公 民 館

2月25日㈫ 9：30～15：00 西　村 西 村 公 民 館

2月26日㈬ 9：30～16：00 安田･木庄 内海庁舎研修室

2月27日㈭ 9：30～16：00 馬木･苗羽 内海庁舎研修室

2月28日㈮ 9：30～16：00 旧内海町 内海庁舎研修室

3月3日㈪
9：30～11：30 二　面 二 生 公 民 館

13：30～15：30 神　浦 神浦コミュニティセンター

3月4日㈫
9：30～11：30 蒲　野 三都ふれあいセンター

13：30～15：30 中　山 池田公民館中山分館

3月5日㈬ 9：30～16：00 池　田 池田保健センター

3月6日㈭
9：30～11：30 室　生 室生自治会館（いこいの家）

13：30～15：30 吉　野 吉野地区集落センター

3月7日㈮ 9：30～15：30 蒲　生 蒲 生 公 民 館

3月10日㈪
9：30～11：00 赤坂・東浦 東 浦 集 会 所

13：30～15：30 南蒲野 南蒲野公民館

※2/26には税理士の方が派遣されます。
　ご希望の方は無料で相談が受けられます。

申
告
の
必
要
が
あ
る
方

　

平
成
26
年
1
月
1
日
現
在
、

小
豆
島
町
に
住
所
が
あ
り
、
平

成
25
年
中
に
収
入
が
あ
っ
た
方

※
た
だ
し
、
収
入
が
な
か
っ
た

場
合
で
も
、
次
の
方
は
申
告

が
必
要
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
、
介
護
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方

●
所
得
証
明
書
（
非
課
税
証
明

書
）
等
が
必
要
な
方

●
他
の
制
度
（
臨
時
福
祉
給
付

金
の
対
象
者
と
な
る
方
も
含

む
）
に
よ
り
、
平
成
25
年
中

の
収
入
状
況
に
つ
い
て
確
認

が
必
要
な
方

申
告
を
免
除
さ
れ
る
方

○
平
成
25
年
分
の
確
定
申
告
書

を
税
務
署
に
提
出
す
る
方

○
平
成
25
年
中
の
所
得
が
給
与

ま
た
は
公
的
年
金
の
み
の
方

※
た
だ
し
、
医
療
費
控
除
・
寄

附
金
控
除
な
ど
を
受
け
る
場

合
は
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

♢
申
告
相
談
に
来
ら
れ
る
時
は
、

　

次
の
書
類
を
忘
れ
ず
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

○
所
得
金
額
が
わ
か
る
資
料

●
給
与
や
年
金
な
ど
の
源
泉
徴

収
票

●
営
業
・
農
業
・
不
動
産
の
所

得
が
あ
る
方
は
、
収
入
や
必

要
経
費
が
わ
か
る
資
料

○
所
得
控
除
が
わ
か
る
資
料

●
社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保

険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料
・
国
民

年
金
保
険
料
）
の
領
収
書
ま

た
は
支
払
証
明
書

●
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保

険
料
、
地
震
保
険
料
の
支
払

※
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町民税・県民税の均等割額

平成25年度まで 平成26年度から
平成35年度まで

町 民 税 3,000円 3,500円

県 民 税 1,000円 1,500円

合 　 計 4,000円 5,000円

証
明
書

●
医
療
費
控
除
（
平
成
25
年
中

に
支
払
っ
た
医
療
費
等
の
合

計
が
10
万
円
ま
た
は
総
所
得

金
額
の
５
％
を
超
え
る
場

合
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
は
、
支
払
っ
た
医
療
費
の

領
収
書
、
保
険
な
ど
で
補
填

さ
れ
た
金
額
が
わ
か
る
支
払

明
細
書

●
障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど

●
印
鑑

申
告
し
な
い
と
…
…

○
所
得
証
明
書
な
ど
が
発
行
で

き
ま
せ
ん
。

○
国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申

請
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
個
人
住
民
税
均
等
割
税
率
の

改
正

　
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
に
関
し
地
方
公
共
団
体
が
実

施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に

必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地

方
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法

律
」
を
踏
ま
え
、
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
10
年

間
、
町
民
税
・
県
民
税
の
均
等

割
額
が
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
加

算
さ
れ
ま
す
。

②
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
に
か

か
る
特
例
控
除
額
の
改
正

　

平
成
25
年
分
か
ら
復
興
特
別

所
得
税
が
増
設
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
（
都

道
府
県
ま
た
は
市
区
町
村
に
対

す
る
寄
附
金
）」
に
係
る
個
人

住
民
税
の
寄
付
金
控
除
に
つ
い

て
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
50
年
度

ま
で
の
各
年
度
に
限
り
、
特
例

控
除
額
の
算
定
に
用
い
る
所
得

税
の
限
界
税
率
に
、
復
興
特
別

所
得
税
率
（
１
０
０
分
の
2.1
）

を
乗
じ
て
得
た
率
を
加
算
す
る

措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。

③
給
与
所
得
控
除
の
改
正
（
給

与
所
得
控
除
の
上
限
設
定
）

　

給
与
の
収
入
金
額
が
1
，５
０

０
万
円
を
超
え
る
場
合
、
給
与

所
得
控
除
額
は
２
４
５
万
円
の

上
限
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

④
公
的
年
金
所
得
者
が
寡
婦

（
寡
夫
）
控
除
を
受
け
る
場
合

の
申
告
手
続
き
の
簡
素
化

　

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以

外
の
所
得
を
有
し
な
か
っ
た
方

が
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
、
個
人
住
民

税
の
申
告
書
の
提
出
が
不
要
と

な
り
ま
し
た
。

※
年
金
保
険
者
に
提
出
す
る
扶

養
控
除
申
告
書
に「
寡
婦（
寡

夫
）」
の
記
載
を
忘
れ
た
り
、

扶
養
控
除
申
告
書
を
提
出
し

な
か
っ
た
方
は
「
寡
婦
（
寡

夫
）」
の
控
除
が
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。
控
除
の
適
用
に
あ

た
っ
て
は
、
確
定
申
告
ま
た

は
住
民
税
申
告
が
必
要
で
す
。

平
成
平
成
2626
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

個
人
住
民
税
の
主
な
税
制
改
正

個
人
住
民
税
の
主
な
税
制
改
正

土
庄
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

土
庄
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
告
と
納
税
は
期
限
内
に
！

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
、

贈
与
税

　
　
　
　

3
月
17
日
㈪

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）

　
　
　
　

3
月
31
日
㈪

給
与
所
得
者
で
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
が

必
要
な
方

①
給
与
の
収
入
金
額
が
２
，０

　

０
０
万
円
を
超
え
る
方

②
給
与
を
1
か
所
か
ら
受
け
て

い
て
、各
種
の
所
得
金
額（
給

与
所
得
、
退
職
所
得
を
除

く
。）
の
合
計
額
が
20
万
円

を
超
え
る
方

③
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受

け
て
い
て
、
年
末
調
整
を
さ

れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金

額
と
、各
種
の
所
得
金
額（
給

与
所
得
、
退
職
所
得
を
除

く
。）
の
合
計
額
が
20
万
円

を
超
え
る
方　
　
　
　

な
ど

確
定
申
告
は
、
便
利
なe-Tax

で
！

e-Tax

を
利
用
す
る
と

①
自
宅
か
ら
ネ
ッ
ト
で
申
告

　

税
務
署
に
行
か
な
く
て
も
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
申
告
書
を
作
成
し
、
自
宅
か

ら
ネ
ッ
ト
で
提
出
で
き
ま
す
。

②
添
付
書
類
の
提
出
を
省
略

　

確
定
申
告
をe-T

ax

で
行

う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書
な

ど
は
、
そ
の
記
載
内
容
を
入
力

し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、

書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　

e-T
ax

で
申
告
さ
れ
た
還
付

申
告
は
３
週
間
程
度
で
処
理
し

て
い
ま
す
。

④
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
申
告
期
間
中
は
、
24
時
間

e-T
ax

の
利
用
が
可
能
で
す
。

※e-T
ax

の
利
用
に
際
し
て

は
、
電
子
証
明
書
の
取
得
（
手

数
料
が
必
要
で
す
。）、
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入

な
ど
の
事
前
準
備
が
必
要
で
す
。

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て

金
額
等
を
入
力
す
れ
ば
、
税
額

な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、
各
種

申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

土
庄
税
務
署　
☎
６
２
―
１
３
０
１
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と
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
8
月
23
日
㈯
か
ら

31
日
㈰
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
島

遊
び
と
と
も
に
、「
瀬
戸
内
海

賊
物
語
」
や
「
魔
女
の
宅
急
便
」

の
映
画
上
映
、「
チ
ェ
ブ
ラ
ー

ス
カ
」
な
ど
の
世
界
の
短
編
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
上
映
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
オ
リ
ー
ブ
の
島
脚
本
賞

２
０
１
４
」
と
銘
打
っ
て
、「
瀬

戸
内
海
賊
物
語
」
に
続
く
映
画

脚
本
を
募
集
し
ま
す
。
選
考
委

員
は
、金
子
修
介
（
映
画
監
督
）、

橋
口
亮
輔
（
映
画
監
督
）、
今

井
雅
子（
脚
本
家
）、深
澤
宏（
松

竹
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
と
い
う

映
画
制
作
の
実
力
者
が
グ
ラ
ン

プ
リ
作
品
を
選
び
ま
す
。

　

小
豆
島
は
、
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
を
き
っ
か
け
と
し
て
ア
ー

ト
の
島
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
映
画
は
、
総
合
ア
ー

ト
で
す
。

　

瀬
戸
内
こ
ど
も
映
画
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４
は
、
こ
う

し
た
小
豆
島
の
こ
れ
か
ら
を
凝

縮
し
た
も
の
で
す
。
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

　
　
（
１
月
15
日
掲
載
分
か
ら
）

　

町
長
の
「
八
日
目
の
蟬
」
記

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

3
年
前
、
瀬
戸
内
国
際
こ
ど

も
映
画
祭
を
小
豆
島
で
開
催
し

ま
し
た
。
前
年
に
開
催
さ
れ
た

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
こ
ど
も

映
画
版
で
す
。
こ
の
企
画
は
、

か
つ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
勤
め
る
ご
主

人
と
と
も
に
高
松
転
勤
中
に
過

ご
し
た
瀬
戸
内
海
の
魅
力
に
と

り
つ
か
れ
、
か
つ
映
画
制
作
に

情
熱
を
も
や
す
一
人
の
女
性
、

平
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
益
田
裕

美
子
さ
ん
が
た
っ
た
ひ
と
り
で

て
が
け
た
も
の
で
す
。

　

3
年
前
の
瀬
戸
内
国
際
こ
ど

も
映
画
祭
は
、
脚
本
コ
ン
ク
ー

ル
を
行
い
、
見
事
最
優
秀
賞
に

輝
い
た
大
森
研
一
さ
ん
の
脚
本

「
瀬
戸
内
海
賊
物
語
」
が
御
自

身
の
監
督
に
よ
り
映
画
化
さ

れ
、
今
年
5
月
31
日
か
ら
全
国

公
開
さ
れ
る
と
い
う
、
想
像
以

上
の
成
果
を
得
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
物
語
の
ス
ト
ー

リ
ー
は
、
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
の

廃
船
と
い
う
危
機
に
打
つ
手
の

な
い
町
長
ほ
か
大
人
た
ち
を
尻

目
に
、
先
祖
の
残
し
た
宝
物
を

探
し
て
、
島
の
危
機
を
救
う
海

賊
末
裔
の
少
女
の
活
躍
と
冒
険

を
描
い
た
も
の
で
す
。

　

3
年
後
の
今
年
、
映
画
祭
を

ど
う
す
る
か
迷
い
ま
し
た
が
、

実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
少
し

だ
け
身
の
丈
に

あ
う
よ
う
、
イ

ベ
ン
ト
の
名
称

を
「
瀬
戸
内
こ

ど
も
映
画
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」

『
瀬
戸
内
こ
ど
も
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４
』

町
長
の

「
八
日
目
の
蟬
」
記

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

 

「
―
島
の
素
材
と
そ
の
利
用
に
つ
い
て
―
」

香
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
発
酵
食
品
研
究
所

主
席
研
究
員

柴　

崎　

博　

行

　

小
豆
島
に
は
オ
リ
ー
ブ
を
は

じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
植
物

が
植
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な

か
か
ら
食
品
素
材
と
し
て
利
活

用
を
め
ざ
す
取
り
組
み
が
増
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
小
豆

島
産
の
に
ん
に
く
で
は
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
を
組
み
合
わ
せ
た
ガ
ー

リ
ッ
ク
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
が
商

品
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

素
材
は
、
小
豆
島
で
育
っ
た
と

い
う
付
加
価
値
が
消
費
者
に
対

す
る
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
あ
る

特
徴
的
な
動
植
物
を
は
じ
め
景

勝
、
史
跡
、
人
な
ど
を
地
域
資

源
と
し
て
、
農
水
産
業
、
加
工

業
、
観
光
業
、
地
域
お
こ
し
に

活
か
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
近

年
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

と
く
に
、
地
域
で
栽
培
さ
れ

た
農
産
物
（
一
次
産
業
）
を
加

工
（
二
次
産
業
）
し
特
産
品
と

し
て
販
売
（
三
次
産
業
）
す
る

ま
で
の
連
携
は
六
次
産
業
（
＝

一
＋
二
＋
三
）
と
呼
ば
れ
、
今

後
の
日
本
の
地
域
産
業
を
支

え
る
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
農
家
で
生
産
さ
れ

た
オ
リ
ー
ブ
を
地
元
食
品
メ
ー

カ
ー
で
加
工
し
特
産
品
あ
る
い

は
外
食
と
し
て
販
売
・
提
供
す

る
、
と
い
う
流
れ
は
六
次
産
業

の
成
功
例
と
言
え
ま
す
。

　

小
豆
島
に
は
、
普
段
我
々
が

何
気
な
く
目
に
し
て
い
る
も

の
の
な
か
に
も
、
ア
イ
デ
ア
を

出
せ
ば
地
域
資
源
と
し
て
活
用

で
き
る
素
材
が
あ
り
ま
す
。
農

水
産
物
の
利
活
用
や
食
品
加
工

に
つ
い
て
は
、
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
発
酵
食
品
研
究
所
も
協
力

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　

小
豆
島
産
業
振
興
・

　
　
　
　
　

環
境
技
術
会
議

Vol.37

３年前の瀬戸内国際こど
も映画祭脚本コンクール
で最優秀賞に輝いた大森
研一さん（写真：右）

小豆島産にんにくを使用し
たガーリックオリーブオイル
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支
え
合
っ
て
い
く
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。
私
も
職
場
を
離

れ
れ
ば
地
域
の
一
員
と
し
て
地

域
を
良
く
す
る
活
動
に
参
加
を

し
て
い
ま
す
。
私
が
住
む
苗
羽

は
、
醤
油
・
佃
煮
の
香
り
の
す

る
「
醤
の
郷
」
に
あ
り
ま
す
。

瀬
戸
芸
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
多
大
な
ご
理
解
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
わ
が
町
も
人
で
大
い

に
賑
わ
い
、
私
た
ち
も
何
か
を

や
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
に

駆
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
苗
羽

で
は
、
か
か
し
を
使
っ
て
地
域

の
案
内
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
「
輪
」

を
も
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
が
行

わ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新たな

へ
向
け
て

まま
ちち
づづ
くく
りり

Vol.19Vol.19

オ
リ
ー
ブ
で
健
康

オ
リ
ー
ブ
で
健
康
・・

長
寿
の
島
づ
く
り

長
寿
の
島
づ
く
り

　
「
会
計
管
理
者
」
と
言
わ
れ

て
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
仕
事
を

す
る
の
か
と
疑
問
に
思
わ
れ
る

方
が
大
勢
お
ら
れ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
役
場
の
予
算
執
行
に

お
け
る
法
令
の
遵
守
お
よ
び
適

格
な
審
査
を
行
う
こ
と
と
公
金

の
適
正
な
管
理
お
よ
び
安
全
か

つ
効
率
的
な
運
用
を
行
う
「
出

納
室
」
と
町
の
債
権
の
収
納
を

す
る
「
収
納
対
策
室
」
を
あ
わ

せ
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

出
納
室
は
、
町
の
収
入
を
受

け
入
れ
、
町
か
ら
の
支
払
い
を

適
正
に
行
い
な
が
ら
、
町
の
運

営
に
必
要
な
資
金
を
安
定
し
て

確
保
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
内
海
庁
舎
の
窓

口
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
皆
さ
ん

が
来
ら
れ
た
際
に
は
、
公
金
の

収
納
だ
け
で
な
く
、
町
の
業
務

や
各
課
へ
の
案
内
な
ど
を
行
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
お

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

収
納
対
策
室
で
は
、
町
の
債

権
で
あ
る
あ
ら
ゆ
る
料
金
な
ど

の
収
納
に
努
め
て
い
ま
す
。
役

場
が
皆
さ
ん
の
た
め
に
事
業
を

行
う
な
ど
仕
事
を
す
る
た
め
に

は
、
お
金
が
必
要
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
に
は
税
金
を
は
じ
め
、

施
設
を
利
用
す
る
、
水
道
を
使

用
す
る
、
病
院
の
診
察
を
受
け

る
な
ど
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
際
の
負
担
金
が
あ
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
必
ず
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
収
納
対
策

室
で
は
、
納
付
相
談
の
ほ
か
、

多
重
債
務
問
題
の
窓
口
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
昨
年
を
代
表
す
る
漢

字
と
し
て
「
輪
」
が
選
ば
れ
ま

し
た
。「
輪
」
は
大
勢
の
人
が

手
を
握
り
あ
い
円
滑
に
回
転
を

し
て
い
く
、
皆
が
譲
り
合
い

「「
輪
」
を
も
っ
て
」　　
　
　
　

　

今
年
の
お
正
月
、
関
西
の
友

達
か
ら
の
年
賀
状
に
「
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
に
は
ま
っ
て
い
ま

す
。
小
豆
島
産
の
オ
リ
ー
ブ
の

新
漬
け
や
、オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
買
っ

て
使
っ
て
い
ま
す
」
と
、
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
な
ど

で
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
が
体
に
良

い
こ
と
、
美
味
し
い
こ
と
が
島

外
の
人
た
ち
に
も
知
れ
渡
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、

近
年
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
知

名
度
の
高
さ
に
、
驚
き
ま
し
た
。

　

小
豆
島
町
で
は
、
平
成
23

年
度
か
ら
、「
オ
リ
ー
ブ
で
健

康
・
長
寿
の
島
づ
く
り
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。
オ
リ
ー
ブ
に
関

す
る
講
演
会
に
参
加
し
た
り
、

オ
リ
ー
ブ
検
定
を
受
け
た
り
し

て
、
オ
リ
ー
ブ
の
事
を
改
め
て

勉
強
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

苗
羽
公
民
館
で
は
、
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
を
家
庭
で
も
気
軽
に

使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
料
理

教
室
を
行
い
ま
し
た
。
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
を
使
っ
た
料
理
と
い

え
ば
、
イ
タ
リ
ア
料
理
や
ス
ペ

イ
ン
料
理
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
家
庭
料
理
で
は
馴
染
み
が

薄
い
も
の
で
し
た
が
、
定
番
の

メ
ニ
ュ
ー
を
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

で
作
る
こ
と
で
、
親
近
感
を
持

つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
教
室

に
来
た
方
が
、「
家
で
も
作
っ

た
ん
で
」
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
る
の
を
聞
き
、
と
て
も
嬉
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

小
豆
島
は
、
オ
リ
ー
ブ
の
島

で
す
。
住
ん
で
い
る
み
ん
な
が
、

オ
リ
ー
ブ
を
も
っ
と
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま
た
、

小
豆
島
の
オ
リ
ー
ブ
で
健
康
な

生
活
が
で
き
る
よ
う
、
公
民
館

で
も
、
お
手
伝
い
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　　『
オ
リ
ー
ブ
を
も
っ
と
身
近
に
』

　
　
　
　

出
納
室

会
計
管
理
者

谷　

部　

達　

海

　
　
　
　
　
　
　

苗
羽
公
民
館

主　

事

照　

下　
　
　

操
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日
程　

３
月
９
日
㈰　

※
雨
天
中
止
。
中
止
の
場
合
、

午
前
７
時
に
町
内
一
斉
放
送

し
ま
す
。

●
受
付　

８
時
30
分

●
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ　

９
時

　

講
師　

JU
N
A
,s

エ
ク
サ
サ

イ
ズ
＆
ダ
ン
ス

　

白
下
珠
那 

さ
ん

●
ス
タ
ー
ト　

９
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

集
合
場
所　

　

坂
手
港 

瀬
戸
芸
作
品
（
ス

タ
ー
ア
ン
ガ
ー
）
前

※
駐
車
場
（
川
野
回
漕
店
前
の

公
共
駐
車
場
）
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
乗
り
合
わ
せ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格　

町
内
在
住
ま
た
は

町
内
に
勤
務
す
る
健
康
な
方

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）
な
お
、
参
加
費
は
無
料

で
す
。

コ
ー
ス　

下
図
参
照　

持
参
物　

水
筒
・
タ
オ
ル
・
雨

具
な
ど

申
し
込
み
先　

各
公
民
館
、
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
社
会

教
育
課

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
右
記
の
申
し

込
み
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申

し
込
み
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
　

な
お
、
申
込
用
紙
は
申
し

込
み
先
に
あ
り
ま
す
。

申
込
締
め
切
り　

　

3
月
３
日
㈪

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
５

健脚コース（8㎞）
坂手港～観音寺～隼山～洞雲山～碁石山
（休憩）～芦ノ浦農免道路～観音寺～
坂手公民館

ゆとりコース（3㎞）
坂手港～観音寺～隼山～洞雲山～
碁石山（休憩）－（マイクロバスで移動）
－坂手公民館

スタート

健脚ゴール

スタート

健脚ゴール

ゆとりゴール

旧坂手
小学校跡

老人ホーム

苗羽

坂手 卍3番
観音寺

1番　洞雲山

卍

卍

2番　碁石山卍

7番　向庵卍

10番　西照庵卍

3番奥の院
隼　山

坂手港

　

教
育
委
員
会
で
は
、自
分
た
ち
の
住
む
ふ
る
さ
と
を
散
策
し
な
が
ら
、

お
互
い
の
交
流
を
深
め
、
楽
し
く
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
お

う
と
、次
の
と
お
り「
ふ
る
さ
と
発
見
！
第
７
回
小
豆
島
町
健
康
ウ
オ
ー

ク
」
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

小
豆
島
の
芸
術
作
品
や
霊
場
を
み
ん
な
で
巡
ろ
う
！

や
霊
場
を
み
ん
な
で
巡
ろ
う
！

や
霊
場
を
み
ん
な
で
巡
ろ
う
！

小
豆
島
町
健
康
ウ
オ
ー
ク
開
催
！

小
豆
島
町
健
康
ウ
オ
ー
ク
開
催
！

日
時　

２
月
22
日
㈯

　
　
　

10
時
〜

場
所　

働
く
婦
人
の
家

内
容
・
講
師

☆
手
作
り
オ
リ
ー
ブ
ハ
ン
ド
ク

リ
ー
ム　

室
井　

保
先
生

☆
自
分
で
作
っ
た
ハ
ン
ド
ク

リ
ー
ム
を
使
っ
て
セ
ル
フ

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

木
下　

京
子
先
生

定
員　

10
名

費
用　

５
０
０
円

準
備
物　

片
手
な
べ
（
小
さ
な

鍋
）

申
込
締
め
切
り　

２
月
17
日
㈪

申
し
込
み
先　

働
く
婦
人
の
家

　

☎
８
２
―
０
４
１
０

日
時　

２
月
８
日
㈯

　
　
　

13
時
30
分
〜

内
容

　

コ
サ
ー
ジ
ュ
を
つ
く
り
ま
す
。

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

婦
人
の
部
屋

講
師　

大
下
由
紀
子
先
生

定
員　

10
名

費
用　

１
，０
０
０
円
程
度

準
備
物　

は
さ
み

申
込
締
め
切
り　

１
月
31
日
㈮

申
し
込
み
先　

池
田
公
民
館　

☎
７
５
―
０
６
０
０

「
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
使
っ
て
」

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

ふ
る
さ
と
発

見
！

第7回
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式
典
は
、
第
一
部
を
岩
田
一

輝
さ
ん
（
星
城
小
学
校
区
）
と

木
下
寛
子
さ
ん
（
安
田
小
学
校

区
）、
第
二
部
を
小
笹
彩
加
さ

ん
、
山
北
知
奈
さ
ん
（
池
田
小

学
校
区
）
の
4
人
の
新
成
人
に

よ
る
司
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
新
成
人
代
表
の
川

崎
千
裕
さ
ん
（
星
城
小
学
校
区
）

に
成
人
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
塩

田
町
長
か
ら
の
式
辞
、
来
賓
の

方
々
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
に

続
き
、
新
成
人
を
代
表
し
て
栗

原
恵
利
さ
ん
（
福
田
小
学
校
区
）

に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、高
岸
明
似
さ
ん
（
苗

羽
小
学
校
区
）
が
「
小
豆
島
に

戻
っ
て
き
て
小
豆
島
の
発
展
に

携
わ
り
、
私
た
ち
の
若
い
力
で

よ
り
活
力
の
あ
る
小
豆
島
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
、
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
読

み
上
げ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
誕
生
し
た
20
年
前

か
ら
現
在
ま
で
を
振
り
返
る
ス

ラ
イ
ド
で
は
、
新
成
人
の
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校
時
代
の

懐
か
し
い
映
像
に
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
、
二
十
歳
の
主
張

を
八
木
勇
樹
さ
ん
（
池
田
小
学

校
区
）、
松
本
有
里
さ
ん
（
星

城
小
学
校
区
）、
向
井
大
成
さ

ん
、
大
澤
拓
真
さ
ん
（
安
田
小

学
校
区
）、
松
尾
有
希
穂
さ
ん

（
苗
羽
小
学
校
区
）、
後
藤
恒
景

さ
ん
（
福
田
小
学
校
区
）
の
6

名
が
現
在
勉
強
し
て
い
る
事
や

将
来
の
夢
を
発
表
し
、
二
十
歳

の
主
張
の
終
わ
り
に
、
後
藤
翔

一
郎
さ
ん
（
苗
羽
小
学
校
区
）

が
恩
師
・
両
親
へ
の
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
、
新
成
人
全
員
で
恩

師
・
両
親
に
お
礼
の
言
葉
を
言

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
熊
坂
教
育

委
員
長
よ
り
激
励
の
言
葉
を
い

た
だ
き
、
実
行
委
員
と
と
も
に

会
場
全
員
で
一
体
と
な
っ
て
万

歳
三
唱
を
し
て
、
式
は
終
了
し

ま
し
た
。

　

記
念
撮
影
の
合
間
に
は
、
久

し
ぶ
り
に
再
会
し
た
旧
友
や
恩

師
と
話
が
弾
む
な
ど
、
厳
粛
な

中
に
も
華
や
い
だ
雰
囲
気
の
す

ば
ら
し
い
成
人
式
と
な
り
ま
し

た
。

日
時　

２
月
19
日
㈬

　
　
　

15
時
〜
16
時
30
分

　
　
　
（
受
付
：
14
時
30
分
〜
）

場
所　

ホ
テ
ル
た
る
や
（
馬
木
）

演
題　
「
元
気
・
景
気
の
回
復

は
、
中
高
年
の
パ
ワ
ー
で
」

講
師　

 

辻　

イ
ト
子 

さ
ん

　
（
大
阪
府
在
住
）

　
（
タ
レ
ン
ト
・
漫
才
師
）

　

㈲
み
か
ん
山
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン　

代
表
取
締
役

参
加
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み
先

　
（
公
社
）
小
豆
島
法
人
会

　

☎
６
２
―
４
３
０
３

共
催　
（
一
社
）香
川
県
法
人
会

連
合
会
、
小
豆
島
税
務
関
係

団
体
連
絡
協
議
会
、
小
豆
島

町
商
工
会
・
土
庄
町
商
工
会

後
援  

小
豆
島
町
・
土
庄
町

申
込
締
め
切
り 

2
月
12
日
㈬

※
出
席
は
、
駐
車
場
の
都
合
で
、

公
共
交
通
機
関
等
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
パ
ワ
ー

大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
パ
ワ
ー

で
、
み
ん
な
が
元
気
に
な
る

で
、
み
ん
な
が
元
気
に
な
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
！

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
！

　昨年11月から開始した絵画教室の第２回
募集を開始しています。
　前回の募集要項を見直し、昼に通えない人
のための“夜の絵画教室”を開講、また子ど
も教室では、小学生から高校生の年齢制限を
５歳からの参加ができるように改訂しました。
　現在子ども教室には13名の小学生、おとな
教室には４名の受講生が通っています。詳細
用紙、募集ポスターを各公民館に設置してい
ますので、興味のある方はぜひご覧ください。
第２回募集期間　２月28日㈮まで
申し込み・問い合わせ先
　企画財政課　☎75-1800
　E-mail olive-kikaku@town.shodoshima.lg.jp
絵画教室の見学申込等
　小豆島町地域おこし協力隊　岡村美紀　
　☎62-9856 E-mail cs09.ms27@gmail.com

絵画教室MIKI STUDIOからのお知らせ

平成26年

小豆島町成人式小豆島町成人式
　１月12日㈰、小豆島町成人式がサン・オリーブで行われ、
平成５年４月２日から平成６年４月１日生まれの新成人160
人（うち出席者131人）が、晴れて大人の仲間入りをしました。

講
演
会
の
お
知
ら
せ
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小
豆
島
を
美
し
く
す
る
会
は

『
美
し
い
小
豆
島　

よ
ご
さ
な

い
で　

す
て
な
い
で　

こ
わ
さ

な
い
で
』
を
合
言
葉
と
し
て
、

島
内
各
地
に
あ
る
美
化
標
識

（
20
か
所
）
の
点
検
や
啓
発
な

ど
を
行
い
、
美
し
い
清
潔
な
小

豆
島
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
マ

ナ
ー
を
守
り
『
美
し
く
住
み
よ

い
小
豆
島
』
を
め
ざ
し
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
島
を
美
し
く
す
る
会
事

務
局　

☎
８
２
―
７
０
１
５

　
（
小
豆
島
町
教
育
委
員
会

事
務
局
社
会
教
育
課
内
）　朝

ぼ
ら
け
煙
棚
引
く
町
工
場
日
曜
と
い
ふ
に
ボ
イ
ラ
ー
不
休　
　
　
　
　
　
　
　

堀
内　

実
男

苦
し
み
も
悲
し
み
さ
へ
も
過
ぎ
去
り
て
思
ひ
出
と
な
れ
ば
懐
か
し
き
か
な　
　
　

伝
宝
千
鶴
子

こ
の
手
首
硬
き
金
具
に
耐
え
た
ね
と
わ
れ
と
わ
が
身
を
ほ
め
て
や
り
た
し　
　
　

八
木　

勝
子

は
や
ば
や
と
今
年
の
漢
字
「
輪
」
と
決
ま
る
我
も
「
わ
」
の
中
入
り
た
き
も
の
よ　

山
元　

露
子

若
坊
さ
ん
紫
紺
の
法
衣
け
ざ
や
か
に
拍
手
打
ち
て
師
走
経
誦
す　
　
　
　
　
　
　

八
木　

慶
子

芸
術
祭
既
に
終
え
た
る
こ
の
里
に
鹿
の
三
声
の
峡
に
こ
だ
ま
す　
　
　
　
　
　
　

立
住
喜
代
子

棕
櫚
の
木
に
蔓
巻
き
の
ぼ
り
咲
け
る
花
朝
顔
型
の
深
き
紺
い
ろ　
　
　
　
　
　
　

森　

フ
サ
子

冬
至
近
く
日
差
満
ち
た
る
遍
路
み
ち
瑠
璃
鶲
ゐ
て
六
根
清
浄　
　
　
　
　
　
　
　

や
ぎ
あ
き
ら

涸
池
の
底
に
一
条
水
光
る　
　
　
　
　
　
　

寺
岡
ひ
ろ
し

北
風
を
避
く
る
城
壁
画
架
立
つ
る　
　
　
　

炭
山
五
十
二

大
旦
続
く
日
常
始
ま
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

中
田　

雀
庵

買
初
め
の
身
代
り
不
動
指
環
か
な　
　
　
　

波
田　

好
博

虎
落
笛
佳
境
の
夢
の
破
ら
る
る　
　
　
　
　

三
木　

源
次

内 海 句 会

自
分
た
ち
の
手
で

自
分
た
ち
の
手
で

美
し
い
小
豆
島
を

美
し
い
小
豆
島
を

広報文芸
歌壇　小豆島
十二月例会　詠草

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名

2月の行事予定
行 事 名 日　　　　　　時 対　象

論語を読む会
古文書講座
おはなしひとみ会
更級日記を読む会
にこにこおはなし会
読書会
（内容：「沈黙の町で」　奥田英朗　著）

1日㈯　
8日㈯　
9日㈰　
15日㈯　
16日㈰　
16日㈰　

10：00～12：00
10：00～12：00
14：00～14：30
14：00～16：00
14：00～14：30
14：00～16：00

一　　　般
一　　　般
幼 ・ 児 童
一　　　般
幼 ・ 児 童
一　　　般

大人向け「ソチ冬季オリンピック開幕特集」展　
　　　　　　　　　　　　　　　　　2月27日㈭まで
こども向け「節分＆バレンタイン特集」展
　　　　　　　　　　　　　　　　　2月27日㈭まで

子育てはもう卒業します　
旅者の歌
花嫁は墓地に住む
三軒茶屋星座館
北軽井沢に消えた女
象の墓場
異形の維新史
雪月花黙示録
GOSICK
名無しの蝶は、まだ酔わない
ジョン・マン4　青雲編
大江戸恐龍伝　第4巻
面倒だから、しよう
ゼロ戦と日本刀
国家のシロアリ
子どもをひとり暮らしさせる！親の本
ぼくは戦争は大きらい
下町ボブスレー
オリーブの健康世界
野菜で探す「健康食べ合わせ」手帖
夜の麺じかん
NHK連続テレビ小説ごちそうさんレシピブック
るるぶ淡路島　鳴門 '14

垣 谷 美 雨
小 路 幸 也
赤 川 次 郎
柴 崎 竜 人
西　村　京太郎
楡　　 周 平
野 口 武 彦
恩 田　　 陸
桜 庭 一 樹
森　　 晶 麿
山 本 一 力
夢 枕　　 獏
渡 辺 和 子
百 田 尚 樹
福　場　ひとみ
主 婦 の 友 社
やなせ　たかし
細 貝 淳 一
松 生 恒 夫
松　村　眞由子
夜 麺 倶 楽 部

（幼児向き）
まよなかのたんじょうかい
つみきだいさくせん
やまのすもうだ！はっけよい！
まてまてももんちゃん
おうちでんしゃはっしゃしまーす
おにのパンツ

（児童向き）
木かげの秘密
スーパーくるまいす
ドラゴン株式会社
モン太くんとミイラくん
かいけつゾロリのまほうのランプ～ッ
ほねほねザウルス　11

（ティーンズ向き）
お面屋たまよし　3
ハートにプライド！卓球部
王様ゲーム　再生9.24

映画会のお知らせ

図書館で映画を上映します。懐かしの名作映画などを上映予定です。
2月22日㈯　13時から（子ども向け）　  「ピーターパン」
2月23日㈰　13時から（大人向け）　「サウンド・オブ・ミュージック」
無料ですので、どなたでもお気軽にお越しください。

今月のロビー展
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人
権･

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ　

46

「
小
豆
島
町
人
権
・
同
和
問
題
意
識
調
査
」結
果
の
お
知
ら
せ（
最
終
）

　

２
０
１
１
年
７
月
に
実
施
し

た
意
識
調
査
の
報
告
を
こ
れ
ま

で
７
回
に
わ
た
っ
て
報
告
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
は
最
後
の

調
査
結
果
の
ま
と
め
で
す
。

　
人
権
意
識
の
特
徴

　

小
豆
島
町
の
人
権
意
識
の
特

徴
と
し
て
は
、
障
が
い
者
の
人

権
、
同
和
問
題
、
女
性
の
人
権
、

子
ど
も
の
人
権
、
高
齢
者
の
人

権
の
順
に
関
心
度
が
高
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
私
た
ち
の
生
活

の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
が
存
在
し
ま
す
が
、
小
豆
島

町
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
関
心

度
が
高
い
こ
れ
ら
の
個
別
課
題

を
中
心
に
啓
発
活
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　
人
権
啓
発
の
改
革

　

行
政
が
行
う
啓
発
活
動
の
課

題
と
し
て
は
、「
建
て
前
」や「
マ

ン
ネ
リ
化
」
と
指
摘
す
る
声
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
小
豆
島

町
だ
け
で
な
く
、
他
の
行
政
啓

発
で
も
共
通
し
て
言
え
る
こ
と

で
す
が
、
人
権
啓
発
は
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
広

報
活
動
で
す
の
で
、
説
得
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ
き
、

①
身
近
な
仕
事
や
生
活
に
か
か

わ
る
人
権
問
題
。

②
差
別
を
受
け
て
い
る
人
た
ち

の
思
い
や
訴
え
。

③
具
体
的
な
人
権
問
題
の
事
例
。

④
問
題
解
決
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
。

な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
具
体
的

な
内
容
を
取
り
上
げ
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
努
力
す

る
と
共
に
、
講
演
会
や
研
修
会

を
開
催
す
る
場
合
は
、
参
加
し

や
す
い
日
程
や
会
場
を
設
定
し

ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
啓
発
に
接
す
る

機
会
と
し
て
、
町
広
報
紙
を
通

じ
て
と
い
う
意
見
が
多
く
あ
り

ま
し
た
の
で
、
わ
か
り
や
す
く

啓
発
記
事
を
記
載
す
る
な
ど
内

容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

今
後
も
、
小
豆
島
町
は
「
差

別
の
な
い
誰
も
が
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
人

権
問
題
に
関
す
る
教
育
・
啓
発

を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】
人
権
対
策
課

　

☎
８
２
―

７
０
１
１

　

昨
年
11
月
13
日
に
行
わ
れ
た

人
権
集
会
で
は
、
１
・
２
年
生

は
人
権
学
習
の
成
果
を
発
表

し
、
３
年
生
は
「
確
か
な
一
歩

を
未
来
へ
」
と
題
し
た
人
権
劇

を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

生
徒
や
参
観
者
の
感
想
を
一
部

紹
介
し
ま
す
。

１
年
生
の
感
想

　

人
権
学
習
で
は
、
障
が
い
に

つ
い
て
調
べ
た
が
、
ま
ず
は
普

段
の
生
活
で
友
達
の
こ
と
を
尊

重
す
る
こ
と
か
ら
だ
と
思
っ
た
。

普
段
の
生
活
か
ら
友
達
の
こ
と

を
尊
重
し
、
相
手
の
気
持
ち
を

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

２
年
生
の
感
想

　

２
年
生
の
発
表
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
身
近
に

も
危
険
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を

知
り
、
正
し
く
理
解
し
て
使
い

た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
で
の
い
じ
め
は
、
相

手
に
面
と
向
か
っ
て
言
え
な
い

こ
と
を
書
い
て
い
る
の
で
、
ひ

き
ょ
う
で
、
さ
れ
た
人
の
こ
と

を
考
え
て
い
な
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

３
年
生
の
感
想

　

自
分
た
ち
で
、「
人
権
劇
」
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
よ
り
差

別
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
み
ん
な
差
別
は
い

け
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
に
よ
っ
て
自
殺
し
た

り
、
部
落
差
別
の
被
害
を
受
け

て
い
る
人
が
多
い
の
は
事
実
で

す
。
人
は
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、

差
別
の
心
を
植
え
付
け
ら
れ
て

い
る
か
ら
、
差
別
が
な
く
な
ら

な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
の
世
代
に
い
じ
め
や
差
別

の
心
を
植
え
付
け
な
い
た
め
に

も
、
私
た
ち
の
世
代
が
こ
の
連

鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

参
観
者
の
感
想

●
結
婚
差
別
の
劇
で
は
、
か
な

り
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
学
習
が
で
き

る
こ
と
が
す
ば
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。
発
表
し
て
い
る
生
徒
も

し
っ
か
り
と
準
備
や
練
習
が
で

き
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
見
て

い
る
生
徒
の
態
度
も
よ
か
っ
た

で
す
。

●
発
達
段
階
に
応
じ
て
人
権
の

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
各
学
年
と

も
し
っ
か
り
調
べ
、
ま
と
め
た

こ
と
を
堂
々
と
発
表
で
き
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
取

り
組
み
を
通
し
て
、
人
権
意
識

が
一
段
と
高
ま
り
、
実
社
会
で

の
実
践
化
へ
結
び
つ
け
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

全国人権作文コンテスト全国人権作文コンテスト
香川県大会　県教育長賞　受賞香川県大会　県教育長賞　受賞

　内海中学校１年　中
なか

田
た

光
こう

陽
や

さんが書い
た人権作文

　「勇気をもって『ひと声』を」
が、県内の中学校から応募のあった 7,103
編の中から優秀作品５編に選ばれました。

人権集会の様子

内
海
中
学
校
人
権
集
会
の
報
告

内
海
中
学
校
人
権
集
会
の
報
告
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●
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

　

現
代
社
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
か
ら
生
活
習
慣
病
患

者
・
生
活
習
慣
病
予
備
軍
と
呼

ば
れ
る
方
が
増
加
し
、
医
療
費

高
騰
の
一
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
医
療
費
の
一
部
は
、
皆
さ

ん
自
身
が
納
め
る
保
険
税
で
賄

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
ま

ま
で
は
保
険
税
の
ア
ッ
プ
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た

め
に
も
「
野
菜
は
し
っ
か
り
食

べ
て
い
る
か
な
？
」「
運
動
不
足

に
な
っ
て
い
な
い
か
な
？
」「
ス

ト
レ
ス
は
う
ま
く
発
散
で
き
て

い
る
か
な
？
」
な
ど
な
ど
…
ま

ず
は
自
分
自
身
の
生
活
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
定
期
的
に
健
康
診

断
（
検
診
）
を
受
け
、
自
身
の

健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
自

覚
症
状
の
な
い
う
ち
か
ら
、
生

活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
す
。

一
人
ひ
と
り
で
、
医
療
機
関
へ

の
か
か
り
方
を
も
う
一
度
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　

今
月
は
『
生
活
習
慣
病
』
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
生
活
習
慣
病
っ
て
何
？

　

生
活
習
慣
病
と
は
「
毎
日
の

よ
く
な
い
生
活
習
慣
の
積
み
重

ね
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

病
気
」
の
総
称
で
、
代
表
的
な

も
の
と
し
て
は
『
が
ん
』『
糖
尿

病
』『
心
臓
病
』『
脳
卒
中
』『
高
血

圧
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

●
生
活
習
慣
病
が
発
症
す
る
要

因
は
？

　

生
活
習
慣
病
は
、
年
を
取
れ

ば
誰
も
が
か
か
る
病
気
で
は
な

く
、
ま
た
あ
る
日
突
然
に
発
症

す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
の
食
生
活

や
運
動
習
慣
、
ス
ト
レ
ス
、

睡
眠
、
喫
煙
、
飲
酒
な
ど
の
生

活
習
慣
の
良
し
悪
し
が
大
き
く

影
響
し
て
く
る
病
気
で
す
。
つ

ま
り
、
自
分
自
身
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
改
善
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
病
気
を
予
防
し
た
り
、

症
状
の
悪
化
を

抑
え
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。

〜
み
ん
な
で
国
保
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
〜

〜
み
ん
な
で
国
保
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
〜

第
９
回

第
９
回

❖栄養価（１人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

503Kcal
　14.4ｇ
　17.2ｇ
177mg
　3.0ｇ

今年のテーマ　 ～オリーブオイルを使ったレシピ～

（小豆島町食生活改善（小豆島町食生活改善
            推進協議会）            推進協議会）

元気もりもり健康食！元気もりもり健康食！

❖材　料（４人分）

❖作り方

キャベツ
オリーブオイル
塩
こしょう

ごはん
ミートソース缶（295ｇ）
チーズ
オリーブオイル（耐熱皿用）

1/4個
大さじ１
少々
少々

茶碗軽く４杯分
２缶
80ｇ

小さじ１

フライパンにオリーブオイル（大さじ1）を熱し、適当
な大きさにちぎったキャベツを入れて炒める。しんなり
してきたら、塩、こしょうで調味する。
①に、ミートソースを加え、軽く炒め合わせる。
オリーブオイル（耐熱皿用）小さじ1を耐熱皿全体に塗
り、ごはん、②、チーズの順に乗せ、トースターでチー
ズに焦げ目がつくまで焼く。
※ごはんを入れずにグラタンとして、ごはんの代わりに
　マカロニなどでもおいしくいただけます。

①

②
③

キャベツの
ミートドリア

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 ～ 14：30　健康教室（健康体操）
　　　　14：30 ～ 15：30　温　　浴（入　　浴）
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

温浴健康教室のご案内

日　程 送　　迎　　地　　区

２月13日 西村・草壁・安田・橘・岩谷・当浜・
福田・吉田

２月20日 室生・二面・吉野・蒲野・神浦

２月27日 西村・草壁・安田・馬木・苗羽・古江・
堀越・田浦・坂手

※２月６日はお休みします。
※送迎は、お電話で当日の午前11時までにお申し込みください。
申し込み先　健康づくり福祉課 国保係　☎82－7038

気
に
な
る
と
、「
大
事
を
と
っ
て

休
む
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
体
が
楽
だ
と
走
り
回
っ

て
遊
ぼ
う
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

小
児
科
医
と
し
て
は
、
発
熱

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
熱
が
な

い
日
を
一
日
確
認
し
て
か
ら
園

生
活
に
戻
る
こ
と
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。
朝
は
熱
が
な
く
て

も
、
昼
す
ぎ
や
夕
方
か
ら
発
熱

す
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
が
カ
ゼ
を
ひ
い
て

休
ん
だ
あ
と
、
い
つ
に
な
っ
た

ら
園
に
行
け
る
の
？
昨
日
ま
で

熱
が
あ
っ
た
け
ど
、
今
朝
は
な

い
か
ら
行
か
せ
よ
う
か
？
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
よ
う
に
、

ち
ゃ
ん
と
決
ま
っ
て
い
る
感
染

症
も
あ
り
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る

「
カ
ゼ
」
は
、
体
調
を
み
な
が
ら

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

け
れ
ど
、
子
ど
も
は
少
し
元

　

ま
た
、
熱
は
な
い
け
ど
咳
が

ひ
ど
く
て
寝
ら
れ
な
か
っ
た
な

ど
の
場
合
に
も
、
集
団
生
活
か

ら
離
れ
て
ゆ
っ
く
り
す
ご
す
方

が
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
病
み
上
が
り
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
達
に
は
無

縁
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
カ
ゼ
を
ひ
い
た
あ

と
で
も
や
っ
ぱ
り
病
み
上
が
り
、

本
調
子
と
は
い
か
な
い
こ
と
も

多
い
で
す
。
い
ろ
ん
な
事
情
が

あ
っ
て
実
際
に
は
な
か
な
か
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
日

ゆ
っ
た
り
過
ご
し
て
か
ら
集
団

生
活
に
戻
し
て
あ
げ
る
だ
け
の

余
裕
が
あ
っ
た
ら
、と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

〈
病
み
上
が
り
〉

内
海
病
院
小
児
科

山　

本　

真
由
美
先
生
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瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１

３
の
旧
醤
油
会
館
で
の
展
示
作

品
「
さ
よ
な
ら
セ
レ
モ
ニ
ー
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

制
作
か
ら
会
期
終
了
ま
で
関

わ
っ
た
方
々
と
、
こ
れ
ま
で
の

思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

み
ん
な
で
作
品
の
撤
去
を
行
い

ま
す
。　

　

ま
た
、
事
前
に
次
の
日
程
で

作
品
を
公
開
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

さ
よ
な
ら
セ
レ
モ
ニ
ー

日
時　

2
月
9
日
㈰

　
　
　

10
時
〜
12
時

　
　
　
（
９
時
30
分
開
場
）

場
所　

旧
醤
油
会
館
（
馬
木
）

作
品
公
開

日
時　
1
月
26
日
㈰
・
2
月
2

　
　
　

日
㈰　

両
日
10
〜
16
時

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
。
車
で
お
越
し
の
際
は

町
役
場
内
海
庁
舎
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政
課

　

☎
７
５
―
１
８
０
０

小
豆
島
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
作
品

島
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
作
品

「
さ
よ
な
ら
セ
レ
モ
ニ
ー
」

「
さ
よ
な
ら
セ
レ
モ
ニ
ー
」

　

小
豆
島
町
で
は
、
子
育
て
応

援
の
充
実
を
図
り
、
地
域
社

会
を
元
気
に
す
る
た
め
、
平
成

25
年
４
月
１
日
現
在
で
18
歳
か

ら
60
歳
未
満
の
住
民
の
方
を
対

象
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
に
基
づ
い
た
〝
子
育
ち
応
援

計
画
策
定
の
た
め
の
ニ
ー
ズ
調

査
〞
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
回

答
は
、
小
豆
島
町
の
課
題
、
方

向
性
を
整
理
し
、
今
後
の
小
豆

島
町
が
「
魅
力
あ
る
ま
ち
・
帰

り
た
く
な
る
ま
ち
」
に
な
る
た

め
の
計
画
づ
く
り
の
資
料
と
し

ま
す
。

　

お
答
え
い
た
だ
い
た
回
答
や

個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
子
育
ち
応
援
計
画
策
定
」
を

目
的
と
し
て
利
用
し
、
そ
れ
以

外
の
目
的
や
個
人
が
特
定
で
き

る
形
で
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
調
査
票
が
届
き
ま
し

た
ら
、
ご
回
答
の
う
え
、
回
答

用
紙
を
同
封
の
返
信
用
封
筒
に

封
入
し
、
２
月
10
日
㈪
ま
で
に

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
回
答
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
ち
共
育
課

☎
８
２
―
７
０
１
０

小豆新病院（仮称）の進捗状況小豆新病院（仮称）の進捗状況
についてお知らせしますについてお知らせします
①現在は実施設計の最終段階に入ってお
り、施工業者の選定作業を進めています。

②新病院に配置する医療機器や電子カル
テ等について、両病院の現有機器をな
るべく有効活用しつつ、小豆島の医療
に必要な機器を現場の意見を交え調
査、選定する作業を進めています。

③新病院の名称について募集したとこ
ろ、12月13日の締め切りで241件の応
募がありました。皆さんご応募ありが
とうございました。

　その他、新病院と診療所や巡回診療と
の連携や在宅支援などの医療内容の検
討、医師・看護師・医療スタッフなど人
に関わる課題の解決、建設工事について
など関係者と協議しています。

子
育
ち
応
援
計
画
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
調
査
へ
の

子
育
ち
応
援
計
画
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「後見制度の担い手を考えるシンポジウム「後見制度の担い手を考えるシンポジウム
　～市民後見人を中心として～」　～市民後見人を中心として～」

　成年後見制度の概要を理解していただくと共
に、小豆島における担い手の問題を考えます。
成年後見制度・市民後見人について興味のある
方はぜひご参加ください。
日時　２月７日㈮　13時30分～16時
場所　小豆島オリーブ公園
　　　　オリーブ記念館大研修室
講演　高松家庭裁判所土庄出張所　

裁判所書記官　久 本 裕 之 氏
パネルディスカッション
　パネラー
　●坂出市市民後見人
　●坂出市社会福祉協議会
　　　坂出市成年後見センター副所長

吉 田 典 子 氏
　●琴平町社会福祉協議会事務局長

越 智 和 子 氏
※入場無料ですので、当日どなたでもお越しく
ださい。

主催　一般社団法人後見センター・小豆島スタ
イル

後援　香川県、小豆島町、土庄町、香川県社会
福祉協議会、小豆島町社会福祉協議会、土庄
町社会福祉協議会、香川県司法書士会、公益
社団法人成年後見センター・リーガルサポー
ト香川県支部

問い合わせ先　一般社団法人後見センター・小
豆島スタイル　担当　竹迫　☎75－0990
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12
月
15
日
、
小
豆
島
青
年
会

議
所
主
催
の
「
小
豆
島
4
コ
マ

漫
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
授
賞
式

が
、
サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
小
豆
島
4
コ
マ
漫
画
コ
ン

テ
ス
ト
」
は
、
島
内
の
小
学
生
、

中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
の
方

か
ら
、
小
豆
島
の
民
話
、
伝
説
、

自
然
な
ど
魅
力
を
再
発
見
す
る

４
コ
マ
漫
画
を
募
集
し
た
も
の

で
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
の
椿

昇
教
授
が
審
査
委
員
長
を
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
で
絵
師
の

岡
村
美
紀
さ
ん
が
審
査
員
を
務

め
ま
し
た
。　

　

審
査
の
結
果
、
２
０
０
通
を

超
え
る
応
募
の
中
か
ら
次
の
皆

さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん

小
学
生
の
部　

最
優
秀

　

村
田　

と
も
み
さ
ん

　
（
池
田
小
学
校
5
年
）

中
学
生
の
部　

最
優
秀

　

高
﨑　

彩
花
さ
ん

　
（
内
海
中
学
校
1
年
）　

高
校
生
の
部　

最
優
秀

　

佐
伯　

真
緒
さ
ん

　
（
土
庄
高
校
2
年
）　

一
般
の
部　

最
優
秀

　

久
留
島　

邦
一
さ
ん

　

今
月
号
で
は
、
審
査
員
の
皆

さ
ん
か
ら
、
受
賞
作
品
の
中
で

も
大
変
好
評
だ
っ
た
一
般
の
部

最
優
秀
の
久
留
島
邦
一
さ
ん
の

作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
今
後
、
久
留
島
さ
ん
の
作
品

を
随
時
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

さ

小
豆
島

小
豆
島
44
コ
マ
漫
画
コ
ン
テ
ス
ト

コ
マ
漫
画
コ
ン
テ
ス
ト

　

1
月
5
日
、
内
海
中
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
恒
例
の
小
豆

島
町
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　

 

　

出
初
式
に
は
、
町
内
の
11
分

団
の
消
防
団
員
と
防
火
婦
人

会
、
消
防
署
員
や
来
賓
の
皆
さ

ん
な
ど
約
４
０
０
名
が
参
加

し
、
各
種
表
彰
や
整
然
と
し
た

分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
新
し
い

　

少
年
剣
道
教
育
奨
励
賞
と

は
、
少
年
剣
道
の
指
導
面
で
、

草
の
根
的
に
活
動
を
続
け
て
、

剣
道
の
底
辺
を
支
え
て
い
る
団

体
・
組
織
等
に
対
し
て
、
そ
の

労
に
報
い
る
と
と
も
に
、
志
気

を
鼓
舞
す
る
た
め
に
表
彰
す
る

も
の
で
す
。

　

誠
信
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、
今
年
度
創
立
40
周
年
の
節

目
を
迎
え
、
長
き
に
わ
た
る
青

少
年
の
剣
道
指
導
を
通
じ
て
、

青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど
に
貢

献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

小
豆
島
町
消
防
出
初
式
開
催

誠
信
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
草
壁
）

「
２
０
１
３
年
度
少
年
剣
道
教
育
奨
励
賞
」
受
賞

受賞者の皆さん
タイトル「寝小便（叱られたり、
誉められたりの巻）」　　　　　

年
を
迎
え
て
、
地
域
の
安
心
の

た
め
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
か
ら
住

民
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。
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く
ら
し
の
情
報

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
ロ
ー
ン

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
―

　

０
０
８
６
５
６（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）ま
た

は
０
３
―
５
３
２
１
―
８
６
５
６

　

香
川
県
司
法
書
士
会
で
は
、

毎
年
２
月
を
「
相
続
登
記
は
お

済
み
で
す
か
月
間
」
と
定
め
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
相
続
に
関
す

る
問
題
解
決
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
次
の
と
お
り
無
料
相
談
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
１
日
㈯

　
　
　

10
時
〜
15
時

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

費
用　

無
料

予
約　

不
要
（
当
日
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

相
談
内
容　

①
相
続
登
記
、
遺

産
分
割
、
遺
言
な
ど
の
相
続

相
談

　

②
売
買
、
贈
与
、
名
義
変
更

な
ど
の
登
記
相
談

　

③
そ
の
他
身
近
な
法
律
相
談

募
集
区
分

　

小
豆
島
老
人
ホ
ー
ム
臨
時
職

員　
（
介
護
員
）　　
　

１
名

応
募
資
格　

60
歳
未
満
（
定
年

　

が
60
歳
）
で
あ
り
、
高
校
を

卒
業
し
た
方
ま
た
は
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
方
。
普
通
自
動
車
運

転
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は

採
用
予
定
日
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
方
。
日
本
国
籍
を
有

し
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条

に
該
当
し
な
い
こ
と
。

申
込
書
類　

申
込
書
、
履
歴
書

（
指
定
の
も
の
）、
自
動
車
運

転
免
許
証
の
写
し
。
最
終
卒

業
学
校
の
卒
業
証
明
書
ま
た

は
卒
業
見
込
証
明
書
（
卒
業

証
書
の
写
し
可
）

採
用
予
定
年
月
日

　

平
成
26
年
４
月
１
日

試
験
日
時
・
場
所

　

３
月
上
旬
頃
（
別
途
通
知
）

申
込
書
類
請
求
開
始
日

　

２
月
５
日
㈬

申
込
期
間　

２
月
10
日
㈪
〜
25

日
㈫
ま
で
の
平
日
９
時
〜
17

時
ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
期

間
内
必
着
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
事
務
局　

☎
６
２
―
６
５
６
５

　

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学

時
・
在
学
中
に
か
か
る
費
用
を

対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。
お
子
さ
ん
一
人
に
つ
き

３
０
０
万
円
以
内
を
、
固
定
金

利
年
２
・
３
５
％（
平
成
25
年
11

月
11
日
現
在
）（
母
子
家
庭
ま
た

は
世
帯
年
収（
所
得
）２
０
０
万

円（
１
２
２
万
円
）
以
内
の
方

の
利
率
は
年
１
・
９
５
％（
平
成

25
年
11
月
11
日
現
在
））で
利
用

で
き
、
在
学
期
間
中
は
利
息
の

み
の
ご
返
済
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

2月
February

オ
リ
ー
ブ
栽
培
者
の
皆
さ
ん
へ

①
1
月
に
続
き
、
圃
場
の
土
作

り
を
行
い
ま
す
。
苦
土
石
灰

は
圃
場
の
土
壌
の
酸
度
を
矯

正
し
、
養
分
を
吸
収
さ
れ
や

す
く
す
る
た
め
に
施
用
し
ま

す
。

　
　

ま
た
、
含
ま
れ
て
い
る
石

灰
分
は
オ
リ
ー
ブ
の
生
育
や

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

お

知
ら
せ

I
n
fo
rm
a
tio
n

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
」
司
法
書
士
無
料
相
談
会

相
談

A
d
v
ice

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

募
集

R
ecru
itm
en
t

小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
職
員
募
集

結
実
に
必
要
で
す
。
樹
齢
に

応
じ
て
、
10
ａ
当
り
30
〜
60

㎏
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
今
年
、
植
え
付
け
を
予
定
し

て
い
る
圃
場
も
１
月
同
様
、

深
耕
し
て
排
水
性
を
よ
く
す

る
と
と
も
に
、
堆
肥
を
混
和

し
て
土
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

2
月
17
日
㈪

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

　

2
階
多
目
的
ホ
ー
ル
お
よ
び

現
地
圃
場

対
象
者　

小
豆
郡
内
で
オ
リ
ー

ブ
を
栽
培
さ
れ
て
い
る
方

内
容

●
平
成
25
年
度
オ
リ
ー
ブ
園
地

品
評
会
表
彰

●
栽
培
の
し
お
り
と
管
理
の
ポ

イ
ン
ト

●
剪
定
講
習

問
い
合
わ
せ
先　

小
豆
島
オ
リ

　

ー
ブ
振
興
協
議
会
事
務
局

　
（
香
川
県
小
豆
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー　

藤
田
・
坂
下
）

☎
７
５
―
０
１
４
５

　

オ
リ
ー
ブ
課（
真
砂
・
三
木
）

☎
８
２
―
７
０
１
８

平
成
平
成
2525
年
度
オ
リ
ー
ブ
園
地
品
評
会
表
彰
式

年
度
オ
リ
ー
ブ
園
地
品
評
会
表
彰
式

お
よ
び
冬
期
栽
培
管
理
講
習
会
の
ご
案
内

お
よ
び
冬
期
栽
培
管
理
講
習
会
の
ご
案
内

香川県知事賞受賞園地
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ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
員

※
当
日
参
加
も
可
で
す
が
、
事

前
予
約
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

か
が
わ
サ
ポ

　

ス
テ
☎
０
８
７
―

８
１
１
―

５

　

３
８
８
（
受
付
：
月
〜
金　

9
時
30
分
〜
17
時
30
分
）

※
祝
日
は
休
館

日
時　

2
月
9
日
㈰

　
　
　

13
時
〜
16
時

場
所　

香
川
県
立
文
書
館

　
（
香
川
県
立
図
書
館
内
）

内
容　

香
川
大
学
医
学
部
耳
鼻

咽
喉
科　

宮
下
武
憲
先
生
お

　

か
が
わ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
若
者
の
就
職

や
進
路
に
関
す
る
無
料
個
別
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

2
月
20
日
㈭

　
　
　

13
時
〜
17
時

場
所　

小
豆
総
合
事
務
所

　

東
館
2
階
会
議
室

対
象　

15
〜
39
歳
ま
で
の
本
人

や
保
護
者

内
容　

就
職
・
進
路
（
中
退
・

在
学
）
相
談
や
職
業
適
性
診

断
等

担
当　

か
が
わ
若
者
サ
ポ
ー
ト

よ
び
言
語
聴
覚
士　

福
田
信

二
郎
先
生
の
講
演
・
体
験
発

表
等

主
催　

人
工
内
耳
友
の
会
四
国

支
部
・
香
川

※
参
加
費
無
料
（
予
約
不
要
）

問
い
合
わ
せ
先　

香
川
県
聴
覚

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７
―
８
６
８
―
９
２
０
０

蕭
０
８
７
―
８
８
９
―
0
５
６
２

　

公
的
年
金
に
つ
い
て
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
委
託
さ
れ
た
社

会
保
険
労
務
士
が
無
料
で
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
年
金
事
務

所
と
同
様
の
相
談
が
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時

　

①
２
月
14
日
㈮

　
　

10
時
〜
15
時

　

②
２
月
19
日
㈬

　
　

10
時
〜
15
時

場
所

　

①
内
海
庁
舎
研
修
室

　

②
池
田
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

１
階　

保
健
指
導
室

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
な
ど
の
他
、
運
転

免
許
証
等
ご
本
人
で
あ
る
こ

と
の
確
認
で
き
る
物
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
代
理
の
方
が

来
ら
れ
る
際
に
は
、
委
任
状

お
よ
び
依
頼
を
受
け
た
ご
本

人
工
内
耳
説
明
・
相
談
会

開
催
の
お
知
ら
せ

か
が
わ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
小
豆
島
出
張
相
談
会

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

家
族
相
談
の
ご
案
内

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
年
金
係　
　

☎
８
２
―
７
０
０
５

日
時　

２
月
21
日
㈮

　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

場
所　

小
豆
総
合
事
務
所

　

東
館
2
階
会
議
室

対
象
者　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
治

療
し
て
い
る
方
の
家
族

内
容

　

●
こ
こ
ろ
の
病
気
に
つ
い
て

　
　

の
知
識
・
情
報
の
提
供

　

●
こ
こ
ろ
の
病
気
を
治
療
し

　
　

て
い
る
方
の
家
族
が
集

　

ま
っ
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

　

ク

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
先　

小
豆
総
合
事
務

所　

保
健
福
祉
課　

精
神
保

健
福
祉
担
当

　

☎
６
２
―
１
３
７
３

心配ごと相談事業
　小豆島町社会福祉協議会では、心配ごと相談
所を月２回（第２･４火曜日 13：30 ～ 15：30）
開設しています。
　心配ごと相談開設日以外でも何か困ったこと
や要望がありましたら、いつでも事務所にて職
員がお伺いしますのでご相談ください。

事 務 所
　役場内海庁舎２階　　　☎82－5318
　池田保健センター１階　☎75－0018
業務時間　8：30 ～ 17：15
　　　　　（土日祝祭日はお休みです。）
※池田支所は閉まっている時がありますので、
事前にご連絡ください。

冬の暮らしの再確認 2月は省エネルギー月間です
寒い時期は暖房による電力使用が多くなります
＊エアコンの設定温度は20℃を目安にし、必要
なときだけつけましょう。

＊寒いときは、もう一枚重ね着をしてみましょう。
＊暖房や照明の削減のため、家族が同じ部屋で
過ごす時間を増やしましょう。

＊敷布団や上掛けを利用して、コタツの設定温
度を低くしましょう。

＊電気カーペットの設定温度は低めにして、大
きさは部屋の広さにあったものを使いましょう。

みんなで工夫して考えてみましょう
＊余熱で直ぐに寒くなりませんので、お出かけ
の15分前には暖房を切りましょう。

＊お風呂は追い焚きせずにすむように続けて入
りましょう。

＊お風呂から出たら、フタを閉めて熱を逃がさ
ないようにしましょう。

＊暖房便座の設定温度は低めにしましょう。
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毎月19日は「食育の日」朝ごはん大好き 野菜大好き 小豆っ子

２月　くらしのカレンダー

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海と小豆島をはじめとした瀬戸内の島々の魅力をお
伝えしています。2月は、オリーブオイル品評会、さぬき映画祭、オリーブ料理、オリー
ブの剪定などの話題をお届けする予定です。※放送内容は、変更になる場合があります。

　「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）
では、小豆島のホットなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読ください。

FM香川　　　　　周波数78.6MHz 毎週火曜日 8：25～8：30

1日 土
2日 日
3日 月
4日 火 いこいの場　　　　10：00～12：30　　　　 内海福祉会館

特設人権相談所　　10：00～15：00　　　　 内海福祉会館
5日 水
6日 木 こころの悩み相談　14：30～16：10　小豆総合事務所 東館1階デイケア室
7日 金
8日 土
9日 日
10日 月
11日 火
12日 水
13日 木
14日 金
15日 土
16日 日
17日 月 行政相談　　　　　13：30～16：00　池田保健センター1階 保健指導室
18日 火
19日 水 行政相談　　　　　13：30～16：00　内海庁舎1階　第1相談室
20日 木
21日 金 すくすくルーム　　10：00～10：15受付

　（対象児：平成25年12月生まれ）　　イマージュセンター
ベビーサロン　　　10：00～12：00
家族相談　　　　　14：00～15：30　小豆総合事務所 東館2階会議室

22日 土
23日 日
24日 月
25日 火 献血　　　　　　　11：00～13：00　　　　 小豆警察署

　　　　　　　　　14：00～16：30　　　　 　内海庁舎
心配ごと相談所　　13：30～15：30　　　池田保健センター

26日 水
27日 木 1歳６か月児健診　 13：15～13：45受付

　（対象児：平成24年6月20日～7月31日生まれ）
　　　　　　　　　14：30～14：45受付
　（対象児：平成24年8月1日～8月27日生まれ）
　　　　　　　　　　　　　　　老人保健施設うちのみ

28日 金

}

町内の
【12月】 発生状況

事故・火災・救急

1月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 5 61 81
負 傷 者 5 77 107
死 亡 者 0 0 1

火　　災 1 9 8
救　　急 67 699 669

リサイクル情報
（12・1月受付分）

【譲ります】

【求めます】

小豆島高校制服　Ｌサイズ（女子）
　　　　　　　　スカート63㎝
ミシン　　　　　足踏み式

ひな人形　　　　一式
ダッチオーブン
ミルサー

無償
無償

無償
無償
無償

お買い物は
地元商店を
使いましょう

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎82－7008）

役場では品物は預かっておりません。
ご了承ください。

柔道着はリサイクルできました。
ご協力ありがとうございました。 

（敬称略）寄　付みなさんからの

社会福祉協議会へ
　▷大森　博文（池田）
　▷明田　義彰（池田）
全国高校駅伝競走大会出場にかか
る寄付
　▷㈲内海電工（馬木）　▷㈲内海電工（馬木）

　▷笠井　高範（東京都港区）
　▷笠井　　寛（東京都港区）
　▷福本　一郎（愛知県丹羽郡扶桑町）
　▷西澤　一二（兵庫県三田市）
　▷吉岡　政孝（埼玉県川越市）
　▷平田　　亮（東京都杉並区）
　▷藤井　重壽（東京都品川区）
　▷森口　圓二（神奈川県横浜市）

ふるさと納税（寄付）

今月の納税
●国民健康保険税
●介護保険料
●後期高齢者医療保険料

5期
8期

納期限
2月28日㈮です。
※口座振替の方は通帳残高をご確認ください。

｝



藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人
動
の

き
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12
月
11
日
か
ら
１
月
10
日
ま
で

人　口
男　性
女　性
世帯数

15,426
7,281
8,145
6,615

人
人
人
世帯

（△13人）
（△5人）
（△8人）
（△14）

（１月１日現在（　）内は前月比）

氏
名　

夫　
　
　

妻

地

区

大
西　

祥
平
・
久　

美

安

田

氏

名

歳
世
帯
主

地

区

緋
田
貞
夫
79
本

人

池

田

藤
本
み
ね
子

88
義

廣

〃

大
川
倉
子
89
本

人

〃

井
川
日
出
男

67
本

人

〃

明
田
ミ
ユ
キ

76
義

彰

〃

坂
井
正
和
65
本

人

蒲

生

藤
元
義
守
89
本

人

二

面

森　
キ
ワ
子

85
本

人
草
壁
本
町

西
谷
孝
子
61
本

人

〃

長
岡
幸
子
74
敦

子

〃

庄
野
ア
ヤ
コ

90
本

人

〃

赤
ち
ゃ
ん
性
別

保
護
者

地

区

谷
渕
千ち

景か
げ

男
陽

介

池

田

大
峯
彩あ

や

乃の

女

誠

中

山

　

砂
杏あ

名な

女

翔

西

村

岡
﨑
結ゆ

う

香か

女
賢

志

馬

木

炭
山
凛り

咲さ

女
篤

史

〃

三
宅
旭あ

さ

陽ひ

男
央

記

〃

笠
井
望み

羽う

女
忠

将

苗

羽

【
ご
結
婚
】

【
お
く
や
み
】

【
お
め
で
た
】

◎
婚　

姻　

（
１
組
）

◎
死　

亡　

（
26
人
）

◎
出　

生　

（
７
人
）

下
口
節
子
79
本

人
草
壁
本
町

河
本
栄
次
92
本

人

木

庄

田
中
明
子
54
孝

芳

安

田

河
井
タ
マ
ヱ

94
敏

子

〃

石
井
治
郎 

85
本

人

〃

津
田
克
幸
79
本

人

馬

木

坂
下
鶴
野
94

昇

〃

松
本
仁
和
子

92
筆

夫

〃

山
下
秀
子
85
本

人

苗

羽

石
原
幸
子
79
隆

明

坂

手

船
越
義
孝
85
本

人

〃

久
留
島
重
己
96
本

人

〃

森
本
ミ
ヤ
子

97
義

輝

福

田

鈴
木
泰
子
69
正

光

〃

木
原
清
行
98
本

人

〃

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

あとがき
（編集を終えて）

▽
小
豆
島
で
ロ
ケ
が
行

わ
れ
た
映
画
「
魔
女
の
宅

急
便
」
が
、
３
月
１
日
か

ら
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
５
月
31
日
に
は
、

小
豆
島
が
舞
台
の
映
画

「
瀬
戸
内
海
賊
物
語
」

も
公
開
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

映
画
館
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

　

小
豆
島
に
戻
っ
て
き
て
２
年

に
な
り
ま
す
。
戻
っ
て
き
た

と
言
っ
て
も
、
元
々
島
で
生
ま

れ
育
っ
た
訳
で
は
な
く
２
回
目

の
移
住
で
す
。
一
度
住
ん
だ
小

豆
島
を
離
れ
関
東
で
生
活
し
て

い
た
の
で
す
が
、
気
が
つ
け
ば

都
会
の
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
い
く

の
に
が
ん
ば
り
す
ぎ
て
心
も
体

も
疲
れ
き
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
に
起
き
た
の

が
東
日
本
大
震
災
。
当
日
は
自

宅
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
に
職

場
で
一
夜
を
明
か
し
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
食

べ
物
が
な
く
な
り
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
は
大
行
列
。
普
段
は
と

て
も
便
利
な
東
京
で
す
が
、
い

ざ
何
か
が
あ
っ
た
と
き
そ
こ
で

暮
ら
す
数
千
万
人
の
人
々
は
生

き
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
と
思

い
ま
し
た
。
特
に
食
べ
物
が
な

く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

不
安
は
と
て
も
大
き
く
、
食
べ

物
が
豊
か
な
小
豆
島
へ
の
移
住

を
決
め
ま
し
た
。
実
際
、
島
に

は
野
菜
・
魚
・
肉
・
果
物
や

調
味
料
な
ど
美
味
し
い
も
の
が

い
っ
ぱ
い
で
食
生
活
に
は
と
て

も
満
足
し
て
い
ま
す
。

　

田
舎
に
移
住
し
て
も
や
は
り

仕
事
は
必
要
に
な
り
ま
す
。
小

豆
島
内
で
働
こ
う
と
思
い
あ
る

会
社
の
面
接
に
行
っ
た
時
の
こ

と
で
す
。
私
は
の
ん
び
り
と
し

た
生
活
を
し
た
く
て
小
豆
島
に

移
住
し
た
こ
と
を
伝
え
る
と
こ

う
言
わ
れ
ま
し
た
。「
い
く
ら

小
豆
島
で
も
働
く
と
な
る
と
の

ん
び
り
は
で
き
な
い
よ
」
と
。

た
し
か
に
仕
事
を
し
て
い
る
と

き
は
の
ん
び
り
と
は
し
て
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
た
だ
満
員
の
地
下

鉄
で
通
勤
す
る
の
で
な
く
、
朝

日
を
見
な
が
ら
家
を
出
て
き
れ

い
な
海
や
山
を
眺
め
な
が
ら
通

勤
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
毎
日
気

持
ち
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
、
心

に
ゆ
と
り
が
で
き
る
。
そ
れ
が

私
に
と
っ
て
の
の
ん
び
り
な
ん

で
す
。
そ
う
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
最
初
の
数
ヶ
月
だ
け

か
な
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
２

年
た
っ
た
今
で
も
自
然
か
ら
感

じ
る
清
々
し
さ
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。

　

私
は
移
住
前
に
小
豆
島
に
住

む
友
人
か
ら
聞
く
島
の
生
活
の

話
が
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。

人
に
よ
っ
て
感
じ
る
魅
力
は
そ

れ
ぞ
れ
な
の
で
、
多
く
の
人
の

言
葉
で
小
豆
島
の
こ
と
が
伝

わ
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
し
、
私
も
少
し
ず
つ
で
も

自
分
の
感
じ
る
小
豆
島
の
魅
力

を
自
分
の
言
葉
で
伝
え
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

　
『
忙
し
く
て
も
心
は
の
ん
び
り
』現

住
所　

堀
越

清き
よ　

原は
ら　

俊と
し　

之ゆ
き

さ
ん


